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１．四日市市の交通×まちづくり

２．中心市街地再開発プロジェクト

３．『ニワミチよっかいち』中央通り再編基本計画

４．最近の取り組み概要
・賑わい創出社会実験・自動運転車両等の実証実験
・スマート化の取り組み
・郊外部の取り組み

５．今後の取り組み概要
・官民連携の取り組み
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１ .四日市の公共交通×まちづくり

四日市あすなろう鉄道
（H27.4～公有民営方式により運行）



市街化区域

四日市市内の鉄道路 ７路線

四日市市内の鉄道駅 35駅

四日市あすなろう鉄道
・地域公共交通網形成計画策定〔H26.12〕
・鉄道事業再構築実施計画の認定〔H27.3〕
・鉄道事業再構築事業により施設更新〔H27ｄ～〕

近鉄四日市駅

あすなろう四日市駅

JR四日市駅

四日市市内の鉄道路線図 4

中央通り再編



四日市市内のバス路線
25路線

三岐鉄道

近鉄四日市駅

あすなろう四日市駅

JR四日市駅

四日市市内のバス路線図
5

中央通り再編



目指すべき将来都市構造イメージ【立地適正化計画〔R2.3〕】
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凡例 摘要 凡例 摘要

中心拠点 近鉄四日市駅周辺からJR四日地駅周辺にかけての中心市街地 鉄道
近鉄名古屋線・JR関西本線、近鉄湯の山線・三岐鉄道三岐線、
あすなろう鉄道内部・八王子線、伊勢鉄道伊勢線

地域拠点 富田周辺（買い物拠点(富田・富洲原周辺)と交通拠点(近鉄富田駅)） 基幹バス 居住地と拠点や就業地を結ぶバス路線（30本/日運行路線）

買い物拠点 富田・富洲原周辺、日永周辺、尾平・生桑周辺 支線交通 郊外部から幹線公共交通や生活拠点を結ぶ交通ネットワーク

交通拠点 近鉄富田駅、塩浜駅
高速道路
幹線道路

国道1号・23号、北勢BP（整備中）、国道477号BP、霞4号幹線,、東名阪自動
車道、伊勢湾岸自動車道、新名神高速道路、東海環状自動車道（整備中）

産業拠点
四日市港及び臨海部工場地帯＋ｺﾝﾋ゙ﾅー ﾄ、内陸型産業地
（従業員数の多い産業用地）

将来
ネットワーク

リニア時代や広域幹線道路ネットワークを活かした将来イメージ

区域 市街化区域居住誘導区域市街化調整区域
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将来の目指す方向（イメージ図）現在の状況（イメージ図））

将来公共交通ネットワークイメージ
【四日市都市総合交通戦略〔H23.10策定、R5.3策定〕】
【四日市市地域公共交通計画〔R5.2〕】
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将来の目指す方向（イメージ図）

現在の状況（イメージ図））

郊外部の
コミュニティターミナル

主要駅の
コミュニティターミナル

四日市市都市総合交通戦略：まちなかの賑わいづくり
8



諏訪公園

鵜の森公
園

諏訪新道

東海道

ふれあいモール

市民公
園

1

1

近鉄
四日市駅

あすなろう
四日市駅

西
浦
通
り

【中央通りの再編】
幅員約70m 全長約1.6km

市役所 JR四日市駅

9

新図書館の整備

都市公園の再編

JR四日市駅再開発（大学等）

中央通りの再編

バスタ四日市

２ . 中心市街地再開発プロジェクト

南納屋公
園

エリアプラットフォーム



市民公園

鈴鹿山脈・住宅の景色

近鉄四日市駅 商工会議所

東海道

ＪＲ四日市駅

伊勢湾・みなとの景色

諏訪新道

みなととの連携

ふれあいモール

鵜の森公園
鵜森神社

諏訪公園

諏訪神社

三
滝
通
り

市役所

駅・まち⇔みなと ハーバーエリア緑⇔生活 ガーデンエリア交通⇔まち ゲートエリア

国の支援制度の活用（事業の枠組み）
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市民公園

鈴鹿山脈・住宅の景色

近鉄四日市駅 商工会議所

東海道

ＪＲ四日市駅

伊勢湾・みなとの景色

諏訪新道

みなととの連携

ふれあいモール

【凡例】
：バスタ事業（国直轄）

：都市・地域交通戦略推進事業

：まちなかウォーカブル推進事業

鵜の森公園
鵜森神社

諏訪公園

諏訪神社

三
滝
通
り

市役所

駅・まち⇔みなと ハーバーエリア緑⇔生活 ガーデンエリア交通⇔まち ゲートエリア

：官民連携まちなか再生推進事業



11

３ . 『ニワミチよっかいち』中央通り再編基本計画



12基本計画の目的

・基本計画では、下記の４つの目標の達成を達成目指します。

・基本計画でいうデザインとは、施設等のモノの配置・大きさから形態、色彩、仕上げといったハード的な視点から空間の利活用などのソフト的

な視点も対象とします。

今回再編を行う中央通り全長約1.6km、幅員70ｍの広大な空間全体を「デザイン」し、関係者が一丸となってまちづくりに取り組むための

指針となるものです。

■基本計画の目的

ま
ち
な
か
の
回
遊
性
向
上

に
よ
る
賑
わ
い
の
展
開

①
都
市
の
魅
力
・
暮
ら
し
の
質
向
上

に
よ
る
、
東
海
地
方
を
リ
ー
ド
す
る
、

産
業
・
交
流
拠
点
都
市
の
実
現

②

広
域
連
携
強
化
に
よ
る

交
流
人
口
の
増
加

③ ④
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
導
入
や

防
災
機
能
の
向
上
に
よ
る
、

環
境
・
防
災
先
進
都
市
の
実
現



13基本計画のコンセプト

“ニワミチよっかいち” -山を望み港ヘ結ぶ歩きたくなる中央通り-

中央通りでは、歴史の中で育まれてきたクスノキ並木の豊かな

緑を活かし、自然との関わりの中で質の高い暮らしを実現する

「グリーンインフラ」となる“ニワ”に、近年道路空間再編の主

流になりつつある、歩行者を中心として交通だけでなく滞留や活

動の場といった機能も取り入れた「ウォーカブル」な“ミチ”を

掛け合わせた、 “ニワミチ” をコンセプトとしました。

「ニワミチよっかいち」という言葉には、緑とひとの豊かな関

係をともに育んでいきながら、自由に立ち寄り、気兼ねなく時を

過ごせる「ニワ」の役割に加え、歩行者中心の考え方に基づきつ

つ、市民が自分の空間として使い、様々な出来事に出会い、歩き

たくなるような「ミチ」の役割を担っていきたいという意味が込

められています。

“ニワミチ”の実現は、都市の発展の過程で公害を経験してき

た四日市市が、環境先進都市として今まで以上に環境に配慮し、

人々に楽しまれ、選ばれ、住みたくなるまちになる「リーディン

グプロジェクト」となるものです。

緑・滞在・交流

（グリーンインフラ）

交通・移動＋滞留＋活動の場

（ウォーカブル）

居心地がよく歩きたくなる（”WEDO”）

多様な活動が展開され、居心地がよく歩きたくなる歩行者中心のミチ

緑とひとの豊かな関係をともに育み、気兼ねなく時を過ごせるニワ

（ウォーカブル×グリーンインフラ）

「ニワ」

緑とひとの豊かな関係の中で気兼ねなく時を過ごせる

交通・移動＋滞留＋活動の場+緑・滞在・交流

“ニワミチ”

「ミチ」



まとまった歩行者空間を創出

市民公園

鵜の森公園・鵜森神社

諏訪公園・諏訪神社

東海道

市役所

商店街

A-A断面

B-B断面

車線の減少

車線の減少

幅員4.0mの自転車道整備

南側へ車線を集約

４つの視点と中央通りの整備方針

西浦通り～市民公園東区間の道路断面（A-A断面） 国道１号～JR四日市駅区間の道路断面（B-B断面）

北

側

北

側

南

側

南

側

車線数を交通量に応じて減少させ、
北側車道を南側に集約

北側にまとまった歩行者空間を創出
北側に2mの自転車道を整備

南側に4mの自転車道を整
備

【現況】

【計画】【計画】

車線数を交通量に応じて減少

歩行者空間の拡大
北側に2mの自転車道を整備

歩行者空間の拡大
南側に4mの自転車道を整
備

北

側

北

側

南

側

南

側

■空間構成と連携する周辺施設

【現況】

視点①：賑わい・もてなし空間の創出と回遊性の向上
「顔・賑わいづくり」

視点②：まちづくりと連動した交通機能の配置
「交通機能強化」

視点③：中央通りを活用した空間の魅力向上
「空間の魅力向上」

視点④：社会情勢の変化への対応
「スマート化、レジリエンスの向上」

■４つの視点

14
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上図
下図

上図
下図



三
滝
通
り

市役
所

JR
四日市駅近鉄

四日市
駅

市民公
園

国
道
1

号西
浦
通
り

西
町
線

東
海

道KEYPLAN

16４．将来イメージ
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・中央通りでは、バリアフリーに配慮した歩行者動線、徒歩2分程度の間隔で歩行者拠点広場、交通結節点となる近鉄四日市駅周辺に

は歩行者デッキ、JR四日市駅とみなとを結ぶオーバーブリッジなどの整備を予定しています。

・全線を通して整備される歩行者動線や歩行者デッキ・オーバーブリッジについては、被災時の避難経路・代替輸送等への動線を基本

的な役割として想定しています。

・中央通りについては、今回の再編により屋外のオープンスペースが創出されるため、屋外空間の利用を想定し、避難所ではなく

指定緊急避難場所等への活用を目指します。

今後、公的施設の立
地を別途検討

５．災害時の使われ方

バリアフリー動線（地上レベル）

バリアフリー動線（デッキレベ
ル）
歩行者拠点広場

歩行者拠点広場
（交通事業者等との連携・調整が必要）

指定緊急避難場所や津波避難ビル
等

近鉄四日市駅西：約700㎡

・避難経路

・情報提供施設

市民公園：約8700㎡

・一時緊急避難場所

東海道歩行者広場：約700㎡

・一時緊急避難場所
・情報提供施設

ターミナル部
・情報提供施設

駅西デッキ・駅東デッキ・テラス部

・避難経路等／情報提供施設

商工会議所前：約1400㎡
・一時緊急避難場所

市役所前・東広場：約3600㎡

・一時緊急避難場所
・情報提供施設

JR四日市駅：約1000㎡
・避難経路

・情報提供施設

三滝通り～JR四日市駅：約3500㎡
・一時緊急避難場所

JR

四

日

市

駅国
道
１
号

西
浦
通
り



19６．交通結節点のデザイン（バスターミナルの整備に係る事項） 施設配置方針

参考：令和2年 道路法改正

・特定車両停留施設の設定

・コンセッション制度の導入



20６．交通結節点のデザイン（バスターミナルの整備に係る事項） 動線・施設配置図



21今後の進め方 （事業スケジュール）

・事業スケジュールについては、今後の調整により変更の可能性がある

令和３年度
（２０２1）

令和４年度
（２０２２）

令和５年度
（２０２３）

令和６年度
（２０２４）

令和７年度
（２０２５）

令和８年度
（２０２６）

令和９年度
（２０２７）

西浦通り～近鉄四日市駅
（近鉄四日市駅西側）

近鉄四日市駅～国道1号
（近鉄四日市駅東側）

国道1号～JR四日市駅

利活用に関する取り組み

景観形成に関する取り組み

中心市街地のスマート化に向けた
取り組み

リ

ニ

ア

開

業

（

東

京

・

名

古

屋

間

）

西浦通り～市民公園東交差点区間

市民公園東交差点～近鉄四日市駅区間

近鉄四日市駅～国道1号区間

国道1号～JR四日市駅区間

利活用
ワークショップ

の実施

賑わい創出社会実験
の準備・実施・分析

社会実験準備会
の実施 利活用に関する担い手育成

景
観
形
成
戦
略
策
定

デザインWG
での検討

工事現場レベルでの
品質確保・向上の取り組み

第
１
期
中
間
と
り
ま
と
め
（
令
和
３
年
３
月
）

第
２
期
中
間
と
り
ま
と
め
（
令
和
４
年
３
月
）

バスタ四日市事業
とのデザイン調整

JR四日市駅前広場
に関する調整・検討

市民公園の検討
深度化

諏訪公園
・鵜の森公園

再編検討との連携

基
本
計
画
策
定
（
令
和
５
年
５
月
）

中央通り沿道１階部分の用途誘導やまちなみのデザインコントロールに関する検討・調整

「四日市市地域防災計画」への位置づけ等についての検討・調整

計画の市民周知および意見収集方法の検討・調整

基本計画策定以降、本計画と連携しつつ、別途の関連事業等として検討・調整を行っていく事項

四日市スマートリージョン・コア
推進協議会での検討 実証実験の実施、実装へ向けた取り組み、実装

四日市スマート
リージョン・コア
実行計画策定

（令和4年3月）

利
活
用
戦
略
策
定

Park-PFI公募を実
施

シンポジウムの実
施

バスタ四日市
（国直轄事業）設計

全体事業およびデザイン調整

バスタ四日市（国直轄事業）工事



５ . 最近の取り組み

22



≪先行整備区間≫
・令和3年度に工事着手済み
・ローカル５G整備

≪近鉄四日市駅周辺≫
・令和4年度から樹木移植・車道振替工事に着手
・駅前に図書館の立地を検討

23最近の取り組み概要

西浦通り～市民公園東

（先行整備区間）

JR

四

日

市

駅

国
道
１
号

西
浦
通
り

市役所

≪賑わい創出社会実験≫
・令和4年9月22日～10月16日の25日間で実施
・令和4円11月27日 シンポジウムの開催

≪JR四日市駅周辺≫
・駅前に大学や文化交流施設等の立地を検討
・みなとへ結ぶ自由通路の設置を検討

≪自動運転車両等の実証実験≫
・中央通りの賑わい社会実験にあわせて実施

JR 四日市駅周辺国道１号～ JR四日市駅近鉄四日市駅周辺

（ECI事業区間）

中央通り

≪みなとまちづくりイベント≫
・令和4年10月16日に開催

L=約 1.6km, W=70m

≪都市公園再編≫
・市民公園詳細設計
・諏訪、鵜の森公園基本設計

市民公園

鵜の森公園

諏訪公園

≪一体型滞在快適性向上事業≫
・ホテル＋オフィス立地に伴いテラス等を整備

≪エリアプラットフォーム≫
・未来ビジョンの検討を開始



24賑わい創出社会実験・自動運転等の実証実験・みなとまちづくりイベント

■賑わい創出社会実験：今後の道路空間の利用や運営のあり方を検証
■自動運転車両等の実証実験：来街者の回遊を促す交通手段のあり方を検証
■みなとまちづくりイベント：みなとまちづくりを考えプランを進める

≪賑わい創出社会実験≫

「はじまりのいち」ポスター

≪自動運転等の実証実験≫
「まちなかモビリティ」ポスター

≪みなとまちづくりイベント≫
「BAURAミーティング」ポスター



賑わい創出社会実験『はじまりのいち』 25



パークエリア（スケボーパーク） カルチャー＆チャレンジエリア

賑わい創出社会実験『はじまりのいち』・『まちなかモビリティ』

イベントエリア（JAZZ FESTIVAL）

26

自動運転バス

まちなかモビリティ

小型カート 超小型電気自動車

はじまりのいち



27

令和４年度自動運転実証実験

期間｜令和4年9月22日（木）～令和4年10月16日（日）
（賑わい創出社会実験「はじまりのいち」と同期間実施）

信号の残秒数を表示

走行ルート｜近鉄四日市駅～ＪＲ四日市駅

・車両走行状態（位置・速度・車内外の映像の監視）の確認
・車内モニターを通した乗客とのコミュニケーションを実施

➡通信状況が悪くなり映像や音声が途切れるケースがあった。

・ローカル５Ｇを活用することにより通信状況を確認

・自動運転バスの位置情報と連動した自動音声案内を配信

遠隔監視

≪令和5年度検証≫

≪令和4年度検証≫

信号協調

≪令和4年度検証≫

・信号の情報が得られるようにする信号協調を実施

➡最大1秒程度の遅延があった。

・プログラムを変更し遅延の解消を確認

≪令和5年度検証≫

・とても楽しく快適に乗車させていただきました。四日市のまちなかでの導入に期待します。

・自動運転バスを普及させ、もっと路線を増やしいろいろな地域の方にも利用できるようにしてほしい。

乗車者の意見

乗車人数｜延べ958人が乗車



令和５年度実証実験について 28



29中心市街地のスマート化（四日市スマートリージョンコア実行計画）

四日市スマートリ-ジョン・コアの将来像

スマート図書館

混雑状況可視化や
自動貸し出し、

電子書籍の配信 等

スマートバスタ

バス停の案内や
地域情報の提供 等

商店街活性化

席の予約システム
クーポン配信 等

メタバース

バーチャル空間でのイベントやショッピン
グ、市民同士の意見交換 等

デリバリーサ－ビス

パブリックスペースに
飲食物を配達

パブリック
スペース利活用

様々な用途に利用で
きる予約システム

ウェルネス環境

緑陰ルート検索や
猛暑時にミスト 等

災害に強いまち

災害時にも使える
再エネを使った
EVやスマホの充電

※イラストはイメージです。

マルチモビリティ

電動キックボードや小型EV、
自動運転車両 等

スマート街路灯

人流や交通流の取得、天気予報によって
色の変わる照明、災害情報の提供 等

中央通り再編やバスタ整備という新たな都市軸の整備を契機として、居心地が良く歩きたくなる魅力的
なまちなかを形成し、中心市街地における賑わいの創出や都市の魅力向上を図る。また、同時に下図に示
す多様なスマート化の取組を推進することで、市民や企業が積極的にまちづくりに参加することにより、
ウォーカブルな中心市街地、新たな交流・賑わいや価値の創出を目指す。



実証事業に関する目標（KPI）※一部

実行計画(全体)

実証事業における体制

実証事業から実装までのスケジュール

実証事業の内容四日市スマートリージョン・コア

～都市軸と新たな「市（賑わい）」の創出～

検討の階層 番号 取り組み内容

サービス｜まちなか
ウォーカブル・
ネットワーク

01
ウォーカブル・ネットワーク、交通結節拠点としての
スマート・バスタの整備

02 待ち時間や移動時間を楽しめるモビリティの導入

03 ウォーカブル＋ウェルネス環境の展開

サービス｜
使える・楽しめる

パブリック
スペース

04 パブリックスペースの可能性最大化

05 インタラクティブなストリートファニチャー

06 災害に強い中央通り

サービス｜
交流・賑わいの
バリューアップ

07 人流誘導による商店街活性化

08 スマート図書館

09 メタバース（デジタルツイン）

ソフト・インフラ
10 データプラットフォーム

11 3D都市モデル

ハード・インフラ 12 スマート・インフラ

実証事業の種類 概要

❶利活用空間活性化ツールの
構築

（左記03・04・10・12と対応）

・人流計測用のAIカメラ（スマート・インフラ）と情報発信用
のデジタルサイネージの整備
・取得したデータを視覚化するダッシュボードの構築
・３者向けのサービス開発（混雑状況などの情報発信など
市民向け、マーケティング情報など事業者向け、施策の効
果把握など行政向け）

❷四日市版MaaS(Phase-1)
の構築

（左記02と対応）

・自動運転バスやパーソナルモビリティなども含めた総合的な
公共交通予約決済サービスの構築
・将来的に駐車場、ホテル、レストラン等の予約システムとの
連携を見据えた「MaaS×街歩き」サービスの展開

❸バーチャル空間におけるコミュ
ニケーション・ツールの構築

（左記09・11と対応）

・既存の「メタバースYOKKAICHI」のPLATEAUデータを活
用したアップデート
・バーチャル空間上におけるアバターを活用した市民間の意見
交換、集約機会の創出、サービス化

❹中央通りにおける3D都市モ
デルを活用したプランニング／
マネジメント・ツールの構築

（左記11及び実行計画p.17「ソ
フト・インフラ」と対応）

・PLATEAUを活用した中央通りのデジタルインフラ台帳構築
・データ利活用による中央通り公共空間及び施設計画の最
適化ツールの構築

R5 R6 R7 R8～

①

②

③

④

スマート・インフラの調整、
各種サービスの構築

社会実験（デジタルスタンプラ
リー等）

先行街区における
スマート・インフラ実装 実装

実装

実装

実装

ダッシュボード検討

外部サービス連携

メタバースアップデー
ト

交通検索システム導入

仕様等検討 各街区において順次導入

KPI（抜粋） 現況（R4年3月時点） 目標（R8年度）

中心市街地
の歩行者数

58,406人（休日） 62,400人（休日）

中央通りを中心としたデジタル時空間（ストック）マネジメント
実行計画に記載されている下記の12の取組のうち、特に令和５年度に整備される中央通り沿いのパ

ブリックスペースの利活用、公共交通の利用促進およびバーチャル空間を活用したコミュニティ形成に資
する取り組みを優先的に実証するテーマとして抽出する。

イベント等開催、フィードバック

スマートシティ実装化支援事業（令和5年度～令和7年度） 30



31

近鉄四日市駅

JR四日市駅

郊外部の取り組み
31

三岐鉄道

商業施設の敷地内に
乗り継ぎ拠点を整備

公共交通不便地域の
デマンド交通



イオンタウン四日市泊への乗り継ぎ拠点の設置

令和2年2月1日から

バスの乗り入れを開始

郊外部のコミュニティターミナル（乗り継ぎ拠点）
32



平成30年2月 デマンド交通社会実験を実施
市街化調整区域など公共交通不便地域を対象にタクシーを活用したデマンド

交通の社会実験を実施（～令和元年度）

令和3年10月 四日市市デマンドタクシー運行開始

郊外部におけるデマンドタクシー
33



５．今後の取り組み

34

５ . 今後の取り組み



≪近鉄四日市駅周辺≫
・図書館の基本設計
・バスタ運営事業者の公募
・バスタ四日市詳細設計、工事着手
・円形デッキ・車道振替工事に着手

35今後の取り組み概要（令和5年度）

西浦通り～市民公園東

（先行整備区間）

JR

四

日

市

駅

国
道
１
号

西
浦
通
り

市役所

≪Park-PFIの検討≫

≪JR四日市駅周辺≫
・大学等の基本構想
・自由通路の概略設計

≪先行整備区間≫
・歩道部工事（区間完成）

≪自動運転車両等の実証実験≫

JR 四日市駅周辺国道１号～ JR四日市駅近鉄四日市駅周辺

（ECI事業区間）

≪国道1号～JR四日市駅≫
・道路工事着手

中央通り L=約 1.6km, W=70m

市民公園

諏訪公園

鵜の森公園

≪都市公園再編≫
・市民公園工事着手
・諏訪、鵜の森公園詳細設計

≪エリアプラットフォーム≫
・未来ビジョンの策定

≪スマートリージョンコア実行計画の推進≫



36

様々なニーズに対応し新たなチャレン
ジを可能とする場づくり

官民連携によるまちづくりの取り組み 基本的な考え方

多様な関係者が関わる管理運
営の仕組みづくり

まちづくりの波及と連携づくり１ ２ ３

整備後も様々なニーズに応じて必要な更新

を繰り返しつつ、常に誰かが新たなチャレ

ンジを行っている空間となる

行政、市民、企業など、この空間に価値を

見出す大勢の人々が協働して維持管理や運

営に携わる仕組みをつくる

沿道の再開発や商店街やみなとまちづくり
などと連携した取り組みを進め、相互に波
及効果を高めるとともに、市内をはじめ広
域に展開される様々なまちづくり活動をつ
なぐ拠点としての役割を果たす

CHALLENGE

TRIAL

WANT
NEEDS

TEST

CENTER

賑わい創出社会実験でのチャレンジショップの様子 社会実験準備会の様子 賑わい創出社会実験でのインフォメーションブースの様子



37Park-PFI制度等の活用による官民連携の管理運営のイメージ



38Park-PFI制度等の活用

賑わい創出
社会実験実施

R4.9.22
～10.16

シンポジウム

R4.11.27 スケートボード
パーク再開

体制構築に向けたトライ（アジャイル型）

Park-PFI・コンセッション公募

※本数は正確ではなく、樹木配置のイメージを模式的に表現している
※緑地の形状は、今後ランドスケープの検討により変更の可能性あり

・歩道上にオープンカフェ等の設置が可能な「歩行者利便増進道路制度（ほこみち）」を中央通り全線で活用する

・道路を公園的に使うことができるようにした上で、飲食店や売店等の設置が可能な「Park-PFI」を活用する

バスタ四日市部分は

コンセッション制度を活用 国道１号～JR四日市駅区間はPark-PFI制度を活用

計画範囲の中央通り全線において、ほこみち制度を活用

市役所

JR四日市
駅

近鉄四日市
駅

諏訪公園

鵜の森公園

市民公園

西
浦
通
り

西
町
線

東
海
道

まちづくり拠点の整備

更なる
取り組みの実施

バスタ四日市：コンセッション制度を活用して民間事業者を選定
国道１号～ＪＲ四日市駅：Park-PFI制度の活用に向けてサウンディング等を実施中

⇒令和6年度中の事業者公募



39

【令和4年3月】「ニワミチよっかいち」中央通り再編基本計画（第2期中間とりまとめ） 将来イメージ図

おわりに



40おわりに

【令和5年5月】「ニワミチよっかいち」中央通り再編基本計画 将来イメージ図



41

ご清聴ありがとうございました


